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　ジュネーブヘきて2度目の春が訪れようとしていま

す．それと共に，FGGEを中心とするGARPの流れも

一段と現実味をおびてきました．前回に報告しましたよ

うに，2月には政府間FGGE計画会議，WMO　ECパ

ネル，JOc　OfEcer’s　Meetingと続ぎ，F㏄Eに対する

各国の取りくみかたの内容がある程度明らかになりまし

た．これらについては別に出席者による報告があると思

いますので，それにゆずりたいと思います．世界的な経

済不況の中ですが，最低限以上の観測網の展開は可能に

思われ，スタッフはOptimistcな気持で働いています．

3月から5月にかけては，具体的な観測手段について技

術的に煮つめる作業が開始され，各種の公式，非公式の

作業委員会が相ついで開かれようとしています．すなわ

ち，船舶からの上層風観測システム，Carrier　Balloon

システム，気象衛星，定圧気球，浮遊型ブイ等々．又，

WMOの技術委員会でも，FGGEのための検討が行な

われ，現在開催中のGlobal　Data　Processing　System

（GDPS）でもFGGEデータの収集，解析，配布の詳細

な内容について討論されています．こうした各観測体系

やデータ処理の技術的検討も，FGGEが近づくにつれて

非常に現実味をおびてきております．と同時にかなり立

入った専門的知識を必要とするため，GAOでも後述の

ようにconsultantをふやしています．今年の5月に

WMO執行委員会（ジュネーブ），6月にJoc（ナイ

ロビ），7月にWMO　ECパネル（ジュネーブ）と最高

決定機関の会議が開かれますので，この段階で現時点に

おけるFGGEのimplementationの吟味がなされると

思います．その意味で2回目の総集約といえると思いま

す．

　　　　　　　　＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊

　各サブプログラムの方も併行して計画がすすめられて

いますが，主なものを紹介しますと，

　GATE：現在，精力的にデータの最終処理が進行中

で，各data　centre間の調整が続けられています．熱帯

における数値モデルの開発について，現状分析と将来展

望を行うために，4月4日から10日にかけて英Exeter

大学で研究会議が開かれます．次信でその様子をおしら

せします．
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　モンスーン・サブ・フ。ロゲラム：1979年に予定してい

る本番のMONEXの計画案を作っていますが，第一次

草案が出来上り，目下改訂中です．多分今年の夏には最

終案が出来て印刷されると思います．pre－MONEXの

活動であるMonsoon一’77実験の計画会議が，5月17日

～21日，スリランカのコロンボで開かれることになりま

した．ソ連の船による観測が中心になりそうです．先信

でもお知らせした西アフリカ・モンスーンの研究は，西

アフリカの若い気象学者の熱意と精力的な努力で急速に

計画がすすめられ，　目下仏気象局のドノー博士をcon－

sultantとして，博士の西アフリカ諸国訪問を軸にして計

画案を作成中で，6月のJocで正式のGARPの実験

（West　African　Monsoon　Experiment，WAMEX）とし

ての承認をとりつけようと張り切っています．筆者もこ

のサブ・プログラム担当上，若いアフリカの気象学者と

常に接触していますが，明日の世界の気象学界に彼等が

登場し，一翼を担う日が近いと感じています．

　ポーラー・サブ・フ。ロゲラム：5月17日～21日カナダ

のトロソトで計画会議を開催する予定で，目下準備が進

められています．この方も，ようやくすっきりとまとま

ってきたという印象をうけています．

　気候力学サブ・プロゲラム：ポストFGGEの柱とし

て，これから重要な部分を占めると思いますが，その中

心となる海洋一大気結合モデルについての現状分析と将

来展望，中でも海洋循環のモデルの検討を中心に，研究

会議を開くことが計画されています．最初はJocで主

催する予定でしたが，SCORの方でも同趣旨の計画が

あったため，Joc－SCOR合同の研究会議を来春開催す

ることになりました．

　山越え及び周囲気流の研究：GARPのサブ・プログ

ラムには，まだ正式に承認されていませんが，科学的計

画案を作成するために，5月4日～7目研究会議，8目～

10日計画グループの会議がそれぞれユーゴスラヴィァ

のSveti　stefan，Montenegroで開かれます．現在迄の所

ヨーロッパの山岳気衆学者が中心に計画がすすめられて

います．

　　　　　　　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊

　　　　　　　　　　　　　　　　（53ぺ一ジにつづく）
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　初めに書きましたように，FGGEの仕事が具体化す

るにつれて，GAOのStaffの強化が必要となり，現在

の所，DirectorのB．R　D66s以下，4人の科学官（V．

Boldiren，M・Rubin，D．Rodenhuisと筆者），5人の

consultant（c・Pechman，1．sitnikon，EJatila，G．w．

Paltridge，J・Perry）がいます．主な担当はFGGEの観

測体系，データ処理関係がBoldiren（ソ）．Jatila（フイ

ンランド），GARPの渉外，ポーラー・サブ・プログラ

ム関係がRubin（米），GATE関係がRodenhuis（米），

Sitnikon（ソ），Pechman（米），モンスーン・サブ・プ

・グラム，数値実験作業委員会関係が筆者，気候力学サ

ブ・プログラム関係がPerry（米），Paltridge（オース

トラリア）となっています．また，GATEの責任者で

あったJ．Kuettnerが，その経験を活かすべく，GATE

の後始末，FGGEの運営などに助言を与えています．

彼はWMO事務局長のconsultantです．では又．
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